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第7回地質調査所研究講演会｢海洋に資源を求めて｣のアンケｰトから

昨年11月2目,東京･赤坂の三会堂ビル石垣記

念ホｰルにて第7回地質調査所研究講演会｢海洋

に資源を求めて｣が開催されました.当日,会場で

寄せられたアンケｰトの結果とご意見の一部を紹介

致します.

傘講演会参加者総数214名

禽アンケｰト回答者数60名

[Qコ今後どのようなテｰマの講演会を希望されま

すか.

(分野)

資源

地球環境

海洋開発

自然災害

地質一般
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(内容)

評価･分析技術27

探査技術29

成因25

国都市地域の地質(土質,地下水,その他)

国調査技術,評価,成因解析等.世界と日本の実情

とを対比し,今後の調査研究方針等の検討結果等

について.

画技術的内容よりも,最先端の研究成果についての

講演を希望します.

④資源探査のための新規の探査･分析･評価技術に

ついて.

[Qコ講演会についての感想･意見･希望等をお書

き下さい.

固適度に専門性があり,かつ門外漢にも理解できる

内容である.この種の講演会はより多く実施して

欲しい.

㊥地球科学が,関係社会のより一層の啓蒙普及に役

立つよう発展を期待します.

④海洋法条約発効間近で,タイムリｰな企画と感心

しました.

㊥タイムリｰな話題をとりあげられることを希望し

ます.専門家向けと一般啓蒙的なものとを希望し

ます.

㊥資源論の話ではもう少し工学的な評価があっても

良いかと思います.

画細骨材の話は身近な問題で,知られていない重要

な事実を,わかり易く解説して預けた.

国純粋な学術的な話のみならず,工業資源的な話も

して頂けますと,業務に役立つ知識として蓄積で

き,良いと思います.

㊥深海底鉱山をめぐる技術開発について,また細骨

材資源について大変興味深い講演を聴くことがで

き色々な点で参考になりました.

本講演会に参加頂いた皆様と,アンケｰトにご協

力頂いた皆様に御礼申し上げます.

(地質調査所研究発表会運営委員会)
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